










要約 愛媛大学医学部付属病院産婦人科外来並びに当科関連病院産婦人科外来において、

これまでに 1100 症例の妊婦に対して抗ATLA 抗体スクリーニングを施行し 9症例の陽性者

を発見し指導を行ってきた。当科においては EIA 法にて一次スクリーニングを行なった。

False positive をできる限り避ける方針で確認試験を施行した。7症例が既に分娩を終了

したが膀帯血において全症例で抗 ATLA 抗体が PA 法、EIA 法のいづれにおいても検出され

た。また WB 法においてはこれらの抗体は総て IgG 分画に属し,IgM 抗体はいずれの症例に

おいても検出されなかった。陽性疑いで確認検査により陰性とされた症例においては追跡

できた全ての症例においてその臍帯血中に抗 ATLA 抗体は検出されなかった。陽性妊婦よ

り出生した児は妊婦の選択により全て人工乳哺育を受けており、6 ヵ月後まで fo11ow で

きた 5症例においては移行抗体は全ての症例で陰性化していた。これまでの 7症例におい

て子宮内感染の証拠は得られていないが、児における抗体の誘導については不明な点が多

く、今後 PCRの導入により子宮内感染の有無を検討する予定である。母児感染防止の研究

において児の長期的な follow は重要であるが、必ずしも円滑に行われておらず、陽性妊

婦へのより一層の理解と協力を得ていく必要があると思われた。


